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『おやじの会』通信Vol．１
　 Ｋｉｃｋ off!!

· ８月７日（月の初めの土曜日）午後７時３０分、集会室にて『おやじの会』（晴佐久神父様命名）は厳かに？立ちあがりました。神に感謝。
記念すべき第一回目の参加者は延べ12名（このうち参加資格を満たしていなかった人達4名（レギュレーション違反（女性だった））で大いに盛り上がりを見せ、次回以降の増殖に期待も膨らむスタートとなりました。
· 前回のＴＯＰＩＸ　☆
· とにかく「集まって食う」がはじまる。

· 今回の集いの名称が正式に『おやじの会』となる。

· カトリック信者でないおやじ3名の参加もあり簡単な自己紹介が始まり各々の信仰に関する思いや疑問などが熱く語られ、途中、晴佐久神父様より『カトリックはカトリックか』の資料の提示もあり盛り上がる。
· 教会サマーキャンプを無事終え翌日（8月8日）の写真展示の準備をしていた青年リーダー達が合流。さらに盛り上がる。

· 晴佐久神父様が、「明日（8月8日）の御ミサの中の説教で、今日の『おやじの会』のことを話そう」と言われた。またさらに盛り上がる。
· ユーミンのコンサートの件＆サザン、オフコースのはなしでいよいよ盛り上がる。
· 次回以降の継続の意志を強くし、お開きとなる。（第2回9月4日（土）午後７：３０始まり）

· 今後の運営等々　☆

· 月の第一土曜日の午後7時30分に始まり継続していく。

· 教会に来るきっかけのない『おやじ』たちが気軽に寄り集まれるよう各自創意工夫する。
· 自ら『おやじ』であることを受け入れ、誇り高く、腰は低く生きていく。
· あらためて基本的に女人禁制の確認。
· 『おやじ』の好きな雑学コーナー★

アテネオリンピックは全世界のアスリートのパフォーマンスに感動しましたね。
ここで、オリンピックと聖書のつながりからひとつ。
１９０８年ロンドン大会。熱心な神学生だったフォーレスト・スミスソン（米国）は日曜日の競技開催に抗議して左手に聖書を持ったまま１１０ｍハードルに出場しました。結果は・・・？

それでも15秒0の当時の世界記録をマークし、見事金メダルを獲得したそうです。

裏に続きます。
Ж　あとがき　Ж

　　　　9月1日未明、長野県と群馬県の境にある浅間山が噴火しました。山つながりで。

　　　「山の形が変わるわけではない。しかし山を眺める位置を変えれば、山の形は新たな姿を見せるもの　　

　　　　だ。人間の傲慢さは己の立つ位置を変えないで眺めの先を変えよ、という欲求から発生している

ような気がする。人は己の足を使ってナンボの生き物と思うが、傲慢さは己の足を使わないでアゴを使い始める。人間の卑屈さは傲慢な申し出に対して、従順なところから生まれ出たものと思う。いずれにしても傲慢と卑屈さが退化と衰退を生むは間違いなきところであろう。老いに忍び込みやすいのは傲慢であり、卑屈であるは近代歴史が教えてきたことゆえに、いつのときも組織の若返りが問われてきた。その問を否定するのは卑屈の力であり、問を潰してきたのは傲慢の力であったと思う。だが傲慢と卑屈を持たぬ70歳以上の方は多い。逆に40歳にしてこってりとした傲慢を身につけた方もいるようだ。当然、傲慢なきところに卑屈はない。年齢は関係ない。関係あるのは変化の先に進化あり、と考える柔軟な思考が持てているか否かだと思う。」
（ある年配のスポーツアスリートのコラムより抜粋）
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